
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

                

  

当館収蔵資料の中には、多くの航空写真があります。上の２つの写真は、昭和 58年（1983）と平成 15年（2003）

に撮影された三才・下駒沢地域にある浅川周辺の航空写真です。この二つの航空写真から、20年間の三才・下駒沢

地域の変貌を見て取ることができます。 

まず、昭和 58年の写真を見ると、浅川の南東に工場があり、この工場を取り囲むように南と東に細長い空き地が

あります。この部分は元々、浅川が流れていた場所でしたが、川の形状が直角であるために洪水の被害が拡大した

ことから、昭和初期に改修工事を行い現在の浅川の形になりました。 

また、工場の北側に橋が架かっていますが、昭和 58年時点では道路と橋の接続部分がカーブしています。このこ

とから浅川が天井川（川底が周辺の地面の高さよりも高い位置にある川）であることが分かります。 

昭和 58年の写真と平成 15年の写真を比較してみると、昭和 58年では浅川に対して垂直方向に狭い橋が架かって

いますが、平成 15年には接続する道路の形状に合わせた広い橋が架かっており、橋の改修工事が行われたことが分

かります。橋に接続する道路も幅員が広くなっており、拡幅工事が行われたことが分かります。 

ほかにも、昭和 58 年の写真にはありませんが、平成 15 年の写真には斜めに走る道路のような線があります。こ

れは道路ではなく、平成 27年(2015)に開業した北陸新幹線の幹線です。 

このように、航空写真を比べてみることで地域の変貌を見ることができます。航空写真はどなたでも閲覧請求を

行っていただくことが可能です。閲覧をご希望の場合は、ぜひ公文書館までお越しください。 

また、航空写真の中には方角等の判別が難しいものもありますので、閲覧の際にご不明な点があれば、お気軽に

公文書館職員にお尋ねください。 
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航空写真＜浅川改修と新幹線＞昭和 58年と平成１５年 
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令和８年度 行ってみよう公文書館講座追加募集 

 

長野市公文書館 
所 在 地  〒380-0928 長野市若里六丁目６－２ 長野市若里分室内 

電 話  ０２６－２２４－０７０１  Ｆ Ａ Ｘ ０２６－２２４－０７０２ 

HomePage  https://www.city.nagano.nagano.jp/kobunsho/index.html 

又は  長野市公文書館  で検索 

E - m a i l  kobun@city.nagano.lg.jp 
開館時間  午前９時から午後５時（閲覧申込みは午後４時 30 分まで） 

休 館 日  土曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日  

年末年始（12月29日～1 月 3 日） 

こんなときにはご相談ください。 

・古い土蔵などを取り壊すので、所蔵

資料を寄贈・寄託したい。 

・所蔵資料の保存・活用を図り、後世

に伝えたい。 

 

 

 

【新たな公開資料】（令和８年６月末現在） 

「大字広瀬区有文書」613点 「広瀬村関係文書」131点 

「柴田家文書」1点     「南俣区有文書」292点 

 

【活動記録】 

４/22 豊野石区資料調査     

５/１長野市立東条小学校資料調査、５/12 豊野石区区有文書搬入、５/15 長野市立東条小学校資料搬入①  

５/20 市役所非現用文書移管、６/４ 大岡公民館来館見学、６/12 松代公民館講座「松代から排出した人物伝」        

６/17 南屋島区有文書搬入、６/18 県史料協総会・文献史料保存活用講習会参加（箕輪町）、長野県史現代編

資料調査来館①、６/19 勝田家資料調査、６/22 長野県史現代編資料調査来館② 、７/２ 中学生職場体験（長

野市立三陽中学校生徒参加）、７/８ 轟家資料調査、７/16 長野市立東条小学校資料搬入②    

７/24 中村家資料調査、７/28 信州新町公民館講座「信州新町の人々の姿からたどる武士と百姓の関係」          

７/30内閣府主催公文書管理フォーラム参加 、７/31 鬼無里中学校資料調査        

＊毎月１回：INCながのケーブルテレビ番組「ながの浪漫チックミステリー」取材 

日々是文書～スタッフ通信～ 

 

『市誌研究ながの』第 33号発刊！ 

頒布価格 2,000円（消費税込み）。 

お求めは公文書館で。郵送でもご

購入いただけます。（送料別途いた

だきます。電話でお問い合わせくだ

さい。） 

 公文書館講座の申し込みが思った以上に好評でしたので、講座を追加することにしました。 

第 5回 11月 15日(日) 「新田川合村の歴史－館蔵小池家文書から見えること－」 

新田川合村は犀川に面した村で、幕府領の千田村とも接しています。このため松代藩から犀川の鯉や鴨の

捕獲を命じられたり、あるいは千田村と土地をめぐって争ったりしています。新田川合村の江戸時代の歩み

をみることで、長野市の歴史の一面を探ります。 

第 6回 12月 13日(日)  「江戸～明治の陶器生産の様相」 

江戸時代の終わりから明治にかけて、長野市を中心とし 

た北信地域には、20を超える陶器生産窯がありました。そ 

の操業の様相について、原料となった白土（陶土）、発掘例 

などから探ります。  

場所：長野市公文書館（長野市若里 6-6-2若里分室内） 

時間：14：00～15：30 

定員：各回先着 10人（小学校高学年以上の方） 

受付：９月８日（火）９：００～電話のみ受付（定員になり次第受け付け終了）  【第１回公文書館講座】 

連絡先：長野市公文書館（026-224-0701） 

https://www.city.nagano.nagano.jp/kobunsho/

